研究会のお知らせ

（社）日本応用磁気学会　第20回化合物新磁性材料専門研究会
「光誘起相転移に関する最近の話題」
光誘起相転移とは、結晶に光を照射した時に結晶内の原子あるいは電子間に照射前とは異なる秩序状態が成長し、構造が変化する現象をいう。その際、光学的、伝導および磁気特性の変化を伴うため、基礎・応用科学の両側面から大変興味が持たれている。本研究会では光誘起相転移現象に関する最近の研究例を5名の先生に紹介していただく。様々な研究例を通して、光誘起現象がどのような条件で起きるのか、如何なる動力学的機構を通して起きるのか、通常の熱的相転移と如何に異なるか、の知見を得る。
日時：平成17年3月3日（金）　13:30－17:10

場所：早稲田大学理工学部55N号館1階第一会議室[〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1 ]

参加費：無料

参加申込：当日受付

プログラム（敬称略）

13:30–13:35 はじめに

13:35–14:15 糸井充穂(東大物性研)「鉄混合原子価錯体の電荷移動相転移と光誘起スピン相転移」
14:15–14:55 加藤健一(JASRI/SPring-8)
                              「電子密度レベルでの構造解析による光誘起相転移現象の研究」

14:55–15:10 休憩
15:10–15:50 田久保直子(東大工)「Pr0.55(Ca1-ySry)0.45MnO3薄膜における光誘起絶縁体-金属転移」
15:50–16:30林 克郎(東工大)「H-ドープ12CaO･7Al2O3における安定な電子センターの光誘起形成」
16:30–17:10 溝川貴司（東大院新領域）「光電子分光で見る光誘起相転移」
本研究会の最新情報はhttp://go.to/newmag/にてお知らせします。
詳細は下記までお問い合わせ下さい。

〒277-8581  千葉県柏市柏の葉5-1-5　東京大学物性研究所　村岡祐治

Tel: 04-7136-3447　Fax: 04-7136-3446　E-mail: muraoka@issp.u-tokyo.ac.jp
〒376-8515　群馬県桐生市天神町1-5-1　群馬大学工学部　京免　徹
Tel&Fax: 0277-30-1360　E-mail: tkyomen@chem.gunma-u.ac.jp
